
地域ブランド形成に向けた活動紹介 【久米島町】

地域名 久米島町

事業主体 久米島海洋深層水連絡協議会（事務局：久米島町役場商工観光課）

参画団体

【公的機関】

沖縄県海洋深層水研究所、久米島町役場商工観光課、久米島商工会

【民間企業等】

㈱ポイントピュール、久米島海洋深層水開発㈱、沖縄海邦企画㈱、阿嘉食品㈱、

バーデハウス久米島、㈲真栄堂、沖縄長寿苑、比屋定豆腐店、㈱沖縄全薬、

バイオ２１㈱、㈱沖縄教育出版

【経済団体】

沖縄県車海老漁業協同組合、久米島漁業協同組合、ＪＡおきなわ久米島支店

活用する

地域資源

【現在活用を推進している地域資源】

久米島沖 海洋深層水

【活用方針】

無尽蔵で優位性の高い久米島海洋深層水を全国的にＰＲし、事業化の促進、ブ

ランド化、・販路の拡大、深層水を利用した健康増進並びに観光振興を図る。

※海洋深層水とは、太陽光の届かない水深２００ｍ以深の海水の呼称で、富栄養性、清

浄性、低水温性、水質安定性の特徴を持つ。久米島海洋深層水は、取水規模が日量

13,000 トンで、国内全取水量の約２８％と最大。

これまでの

活動内容

①平成 12 年 6 月、沖縄県海洋深層水研究所が開設し、研究所の研究成果の実用化

とあわせて、民間主導による企業化への取り組みも活発に行われ、深層水を使

用した水産や食品、化粧品分野等の商品開発が積極的に展開した。

②平成 14 年 第６回海洋深層水研究全国大会(主催：日本海洋深層水利用研究会)が久米

島町で開催した。

③平成 17 年 3 月 久米島海洋深層水連絡協議会設立し、会議、セミナー等を開催

した他、深層水関連に関する情報交換を実施した。

④平成 17 年、第２回海洋深層水セミナー(主催：NPO 法人日本海洋深層水協会、全国大会)

が久米島町で開催した。

⑤平成 19 年 6 月 水深 612ｍから深層水を取水していることから、毎年 6 月 12 日

を「久米島海洋深層水の日」として深層水関連イベントを開催した。

⑥平成 19 年度、国の小規模事業者新事業全国展開支援事業の支援を受け、久米島

の産業基盤として期待される海洋深層水をベースに美容と癒しを融合化した商

品サービスの開発を通し、「美容と癒しの島・久米島」のブランド化実現に向け、

地域振興の両輪である【化粧品】と【現地体験】という２つを両輪として商品・

サービスの開発をもって事業を展開した。

⑦平成 20 年 6 月、「久米島海洋深層水の日」の記者会見及びイベントを開催、多

くの町民、観光客で賑わった。
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今後の課題

や活動計画

○深層水のブランド化を高め、国内外へ向けて商品の販路拡大を図る

○企業用地第２期分譲の開始し、企業誘致を進め、新たな雇用拡大を図る。

○深層水を利用した健康増進並び観光振興を図る

○海洋深層水セミナー全国大会を誘致し、久米島海洋深層水関連事業の実績並び

に深層水関連産業拠点産地として国内外にアピール

○毎年６月１２日の「久米島海洋深層水の日」にイベントを開催し、広く情報発

信をする

○深層水関連のセミナー、講演会等の開催

行政の支援

【国】

平成19年度 小規模事業者新事業全国展開事業

「美容と癒しの島・久米島 ブランド化計画（海洋深層水付加価値型事業）」

【県】

沖縄県海洋深層水研究所（海洋深層水の払い下げ、情報等の提供等）

【市町村】

久米島町（深層水連絡協議会の運営、会議から今後の計画への反映）

その他

【期待される波及効果】

○久米島海洋深層水のブランド化を高めることにより、商品の付加価値が高まる

○新たな企業進出などにより現在進めている企業誘致や雇用の拡大が広がる

○海洋深層水を利用した健康増進や観光振興に寄与する（長期滞在保養としての

利用がなされる）

○海洋深層水といえば「久米島」となるように、深層水関連の産業拠点産地とし

て認知される

連絡先等

久米島海洋深層水連絡協議会

事務局：久米島町役場商工観光課

TEL：０９８－９８５－７１３１

ホームページ： http://www.town.kumejima.okinawa.jp/

【久米島海洋深層水ブランドマーク】
濃い青は、約２千年をかけて世界中の海を移動する海洋深層
水を表し、海から沸き上がる深層水のしずくを表す。また、
緑色の線は沖縄の海のイメージを二本の線で表した。
※左記、マークは、沖縄県により商標登録第 4631458 号とし
て登録しており、連絡協議会は使用するにあたり沖縄県と
「再実施権付非独占的実施権許諾契約」を交わしています。


